
平成 28 年 2 月 

東京税関業務部 

関 係 各 位 

指定薬物に係る輸入監視の取扱いについて（通達改正） 

今般、指定薬物に係る輸入監視の取扱いについて（財関第 252 号）が改正さ

れましたのでお知らせします。 

○改正概要

一酸化二窒素及びこれを含有する物が指定薬物に指定されたことに伴う改正

○通関の際における取扱い

指定薬物の輸入通関に際しては、厚生労働省において確認がなされた「輸入

指定薬物用途誓約書（原本）」を提示することとなりますが、一酸化二窒素及び

これを含有する物については、厚生労働省において確認がなされた「輸入指定

薬物用途誓約書（原本）」又は食品衛生法第 27 条に基づく「食品等輸入届書の

届出済証（原本又はその写し）」を提示することとなります。 

○添付資料

（別添１）財関第 252 号

（別添２）新旧対照表

【お問合せ】東京税関業務部通関総括第 2部門 

(電話：03-3599-6338) 



財 関 第 2 5 2 号  

平成 28 年２月 25 日 

各 税 関 長 殿 

沖縄地区税関長 殿 

関税局長 佐川 宣寿 

指定薬物に係る輸入監視の取扱いについて 

標記のことについて、別紙のとおり、厚生労働省医薬・生活衛生局長から依

頼があったことから、平成 28年２月 28日から、これにより実施されたい。 

なお、この通達の実施に伴い「指定薬物に係る輸入監視の取扱いについて」（平

成 19年３月 30日財関第 409号）は廃止する。 

（別添１）



【別紙】









1 

2 

（別添２）
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